
（入札時積算数量書に疑義が生じた場合における確認の請求等） 

第 18条の２ 受注者は、入札時に発注者が示した入札時積算数量書（一式とされた細目（設計図書に

おいて施工条件が明示された項目を除く。）を除く。以下単に「入札時積算数量書」という。）に記

載された積算数量に疑義が生じたときは、その旨を直ちに監督員に通知し、その確認を請求するこ

とができる。ただし、当該疑義に係る積算数量の部分の工事が完了した場合、確認を求めることが

できないものとする。 

２ 前項の請求は、入札時積算数量書における当該疑義に係る積算数量と、これに対応する受注者が

入札時に提出した工事費内訳書及び契約後に提出した積算根拠における当該数量とが同一である

と確認できた場合にのみ行うことができるものとする。 

３ 監督員は、第１項の請求を受けたとき又は自ら入札時積算数量書に記載された積算数量に誤謬又

は脱漏を発見したときは、直ちに確認を行わなければならない。 

４ 前項の確認の結果、入札時積算数量書の訂正の必要があると認められるときは、発注者は、受注

者と協議して、これを行わなければならない。 

５ 前項の訂正が行われた場合において、発注者は、請負代金額の変更の必要があると認められると

きは、第 24 条に定めるところにより、当該変更を行うものとする。この場合における同条第１項

本文の規定による協議は、訂正された入札時積算数量書に記載された積算数量に基づき行うものと

する。 


